
地 域 と 人 権第1219号
1972年９月18日
第三種郵便物認可（ ） 2021年４月15日（毎月15日発行） （４）

オンライン配信で語る丹羽徹さん

岡山 愛知

山
口

第
14
回
「
人
権
と
介
護
」
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会
を
開
催

山口県人権指針

「
ケ
ア
の
権
利
」を「
社
会
権
」と
し
て

位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
要

み
た
ケ
ア
リ
ン
グ
の
本
質
」

と
題
し
て
佛
教
大
学
社
会
福

祉
学
部
教
授
で
も
あ
り
社
会

福
祉
法
人
一
麦
会
（
麦
の

郷
）
理
事
長
の
山
本
耕
平
氏

か
ら
講
義
。「
ケ
ア
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
知
識
や
技
術

を
単
に
増
や
す
こ
と
で
は
な

く
、
根
本
的
に
新
し
い
経
験

や
考
え
を
全
人
格
的
に
受
け

と
め
て
い
く
こ
と
を
と
お
し

て
、
そ
の
人
格
が
再
創
造
さ

れ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ケ
ア
の
大
事
な
要

素
と
し
て
、「
場
の
中
に
い

る
、
場
の
な
か
の
関
係
性
が

必
要
」
と
し
て
「
協
同
的
関

係
性
」
を
提
示
し
、「
当
事

者
―
実
践
者
―
市
民
が
相
互

に
実
践
を
展
開
す
る
主
体
と

な
り
、
そ
の
実
践
を
相
互
に

点
検
し
あ
い
、
そ
こ
に
生
じ

た
矛
盾
や
課
題
を
解
決
す
る

運
動
を
共
に
創
り
上
げ
る
関

係
性
が
ケ
ア
の
中
で
は
必

要
」
と
説
き
ま
し
た
。

（
２
０
１
７
年
６
月
）
以

来
、
継
続
審
議
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
審
議
会
で

は
、弁
護
士
委
員
か
ら「
性

的
少
数
者
の
人
権
課
題
」

と
題
す
る
資
料
を
も
と
に

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
末
長
正
委

員
（
山
口
県
人
権
連
書
記

長
）
が
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
定

義
、
割
合
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
以

外
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
自

ら
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
告
白
し
た

芸
能
人
、
日
本
に
お
け
る

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
対
応
（
現

状
、
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
へ

の
不
安
）
な
ど
に
つ
い
て

発
言
し
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ

い
て
県
人
権
指
針
を
再
構

成
す
る
事
に
賛
成
し
ま
し

た
。
審
議
会
は
こ
れ
を
採

択
し
ま
し
た
。

ＬＧＢＴ再構成を
審議会採択

福
岡
県
に
お
け
る
水
平
社
結
成
の
歩
み

全
水
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
考
え
る
こ
と
⑩

福
岡
県
連
会
長　
　

川
口
　
學

　

１
９
２
２
年
３
月
３
日
、

京
都
の
岡
崎
公
会
堂
で
全
国

水
平
社
の
結
成
を
新
聞
記
事

で
知
っ
て
喜
ん
だ
嘉
穂
郡
飯

塚
町
下
三
緒
の
松
木
吉
之
助

は
、
そ
の
３
月
、
鞍
手
郡
植

木
町
願
照
寺
の
花
山
清
を
訪

れ
、
花
山
を
中
心
に
中
島
鉄

次
郎
、
柴
田
啓
蔵
ら
と
水
平

社
結
成
を
相
談
し
ま
し
た
。

花
山
清
は
、
京
都
の
全
国
水

平
社
本
部
に
直
接
赴
い
て
、

「
全
九
州
水
平
社
」
本
部
を

自
宅
の
嘉
穂
郡
二
瀬
村
に
置

く
こ
と
を
伝
え
ま
す
。

　

翌
23
年
２
月
15
日
、
花
山

は
他
の
同
志
ら
５
人
と
福
岡

市
吉
塚
の
松
本
治
一
郎
氏
を

訪
れ
九
州
水
平
社
設
立
を
相

談
し
ま
す
。
福
岡
側
は
松
本

治
一
郎
、
藤
岡
正
右
門
（
藤

岡
祥
三
の
父
）
、
梅
津
高
次

郎
、
中
村
浪
次
郎
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
歴
史
的

に
有
名
な
「
吉
塚
会
談
」
で

す
。
同
年
３
月
、
京
都
で
の

全
国
水
平
社
第
２
回
大
会
に

九
州
か
ら
松
本
吉
之
助
と
中

島
鉄
次
郎
の
２
人
だ
け
が
参

加
。
そ
し
て
５
月
１
日
の
メ

ー
デ
ー
に
、
全
九
州
水
平
社

創
立
大
会
を
福
岡
市
東
公
園

の
「
博
多
座
」
で
開
催
し
ま

し
た
。
警
備
は
き
び
し
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
水
平

社
中
央
本
部
か
ら
、
坂
本
清

一
郎
、
西
光
万
吉
を
は
じ
め

10
名
ほ
ど
の
幹
部
が
激
励
に

駆
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
全
九
州
水
平
社

創
立
大
会
前
後
の
福
岡
で
は

藤
開
シ
ズ
エ
、
高
丘
カ
ネ
、

菊
竹
ヨ
シ
ノ
、

西
田
ハ
ル

（
西
田
積
の
母
）
を
中
心
に

「
福
岡
県
婦
人
水
平
社
」

（
１
９
２
５
年
５
月
１
日
）

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
２
回
の
全
国
水
平
社
大

会
で
は
62
件
の
議
案
が
上
程

さ
れ
、
そ
の
中
で
松
本
吉
之

助
が
注
目
し
た
の
は
、
奈
良

県
鎌
田
水
平
社
か
ら
「
農
村

で
、
水
平
社
同
人
を
以
て
農

民
組
合
を
設
置
し
水
平
社
運

動
を
背
景
と
し
て
地
主
に
対

抗
す
る
」
案
件
が
提
案
さ
れ

可
決
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
松
本
吉
之

助
は
、
次
の
よ
う
に
述
懐
し

て
い
ま
す
。「
こ
れ
は
、
の

ち
の
水
平
運
動
を
展
開
し
て

い
く
上
で
労
働
運
動
、
農
民

運
動
、
水
平
社
運
動
が
固
く

提
携
し
た
統
一
戦
線
思
想
と

し
て
、「
三
角
同
盟
」
を
実

現
し
て
い
く
上
で
重
要
な
決

議
で
し
た
」
と
。「
筑
豊
に

生
き
る
」
こ
と
を
生
涯
の
信

条
に
し
た
松
本
吉
之
助
の
指

摘
通
り
、
そ
の
後
の
福
岡
に

お
け
る
「
労
、
農
、
水
」
の

　

「
福
岡
県
婦
人
水
平
社
」

が
藤
開
シ
ズ
エ
、

高
丘
カ

ネ
、
菊
竹
ヨ
シ
ノ
、
西
田
ハ

ル
（
19
歳
）
、

菊
竹
ト
リ

（
15
歳
）
等
を
中
心
に
１
９

２
５
年
５
月
１
日
に
創
立
。

「
男
性
の
横
暴
と
部
落
差
別

の
二
重
の
苦
し
み
に
悩
む
」

部
落
婦
人
の
自
覚
と
向
上
を

団
結
し
た
大
衆
運
動
が
発
展

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
農
家
が
多
い
各

地
の
「
部
落
」
で
は
農
民
座

談
会
を
開
き
小
作
争
議
を
た

た
か
っ
て
農
民
組
合
も
同
時

に
組
織
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

九
州
水
平
社
が
結
成
さ
れ

る
と
、
福
岡
県
下
で
は
各
地

で
座
談
会
、
演
説
会
が
開
か

れ
、
烈
火
の
よ
う
に
組
織
化

が
広
が
り
23
年
７
月
１
日
に

は
「
福
岡
県
水
平
社
」
が
福

岡
市
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
全
国
水
平
社

本
部
か
ら
、
坂
本
清
一
郎
、

泉
野
利
喜
蔵
、
米
田
富
ら
が

来
援
し
、
県
下
の
婦
人
部
か

ら
西
田
ハ
ル
、
高
丘
カ
ネ
、

菊
竹
ヨ
シ
ノ
ら
多
数
が
駆
け

つ
け
次
々
に
祝
辞
を
述
べ
た

と
い
わ
れ
参
加
数
も
数
千
名

に
上
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

叫
び
、
か
の
英
仏
百
年
戦
争

で
仏
軍
を
鼓
舞
し
て
闘
っ
た

「
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
」
を

讃
え
、
男
子
に
ま
さ
る
信
念

を
も
っ
て
運
動
に
参
加
し
よ

う
と
呼
び
か
け
た
の
は
有
名

で
す
。（
詳
し
く
は
月
刊
誌

『
地
域
と
人
権
』
で
紹
介
予

定
で
す
）

全九州水平社創立記念。1923年５月１日

が
正
式
に
創

立
さ
れ
、
男

性
の
活
動
家

と

共

に

県

下
、
九
州
各

地
を
オ
ル
グ

・
講
演
し
、

各
地
区
に
水

平
社
組
織
の

結
成
を
精
力

的
に
訴
え
て

活
動
し
た
と

女
性
の
決
起
が
あ
れ
ば
こ
そ
！

筑
豊
か
ら
福
岡
へ

　

第
二
講
義
は
、「
人
権
と

介
護
」
と
題
し
て
龍
谷
大
学

・
丹
羽
徹
教
授
が
講
義
し
、

「
日
本
で
は
家
族
の
存
在
を

前
提
と
し
た
介
護
制
度
と
な

っ
て
い
る
」と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
ケ
ア
の
権
利
に
は

４
つ
の
人
権
の
側
面
が
あ

り
、
①
ケ
ア
さ
れ
る
権
利
、

②
ケ
ア
さ
れ
る
こ
と
を
強
制

さ
れ
な
い
権
利
、
③
ケ
ア
す

る
権
利
、
④
ケ
ア
す
る
こ
と

を
強
制
さ
れ
な
い
権
利
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
権
利
を
あ
ら

た
め
て
『
社
会
権
』
と
し
て

位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
り
、

あ
わ
せ
て
現
代
に
ふ
さ
わ
し

い
『
人
権
』
概
念
の
再
検
討

が
必
要
」
と
訴
え
ま
し
た
。

ス
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、
会
場
で

の
研
修
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
に
変
更
し
て
初

め
て
の
取
り
組
み
と

な
り
ま
し
た
。
研
修

会
の
内
容
は
、
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
の
配

信
も
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

第
一
講
義
は
、

「
当
事
者
の
姿
か
ら

　

第
14
回
山
口
県
人
権
施

策
推
進
審
議
会
が
、
１
月

28
日
に
県
庁
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

議
題
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な

ど
い
わ
ゆ
る
性
的
少
数
者

に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て

な
ど
で
し
た
。
性
的
少
数

者
に
関
す
る
問
題
に
つ
い

て
は
、

第
11
回
審
議
会

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
」に
反
対
の
意
見
書
、

岡
山
県
議
会
が
可
決

「
家
族
の
一
体
感
を
危
う
く
す
る
お
そ
れ
」

　

結
婚
に
際
し
、
希
望
す
れ

ば
夫
婦
が
「
別
姓
」
を
選
択

す
る
こ
と
も
可
能
と
す
る

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
」
法

案
。

　

こ
の
法
案
の
導
入
に
反
対

す
る
国
へ
の
意
見
書
提
出
を

求
め
る
陳
情
を
、

３
月
19

日
、

岡
山
県
議
会
本
会
議

は
、
自
民
党
の
賛
成
多
数
で

採
択
し
ま
し
た
。
採
決
に
先

立
ち
自
民
党
以
外
の
共
産

党
、
公
明
党
、
民
主
・
県
民

ク
ラ
ブ
の
３
会
派
か
ら
「
拙

速
な
反
対
の
意
見
書
を
県
議

会
の
総
意
と
し
て
出
す
べ
き

で
は
な
い
」
と
の
反
対
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
賛
成
討

論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

反
対
討
論
で
は
、「
同
姓

を
義
務
づ
け
た
ま
ま
で
は
不

利
益
を
生
じ
る
場
合
な
ど
が

あ
り
、

女
性
の
就
業
や
結

婚
、
出
産
の
障
壁
」「
若
い

世
代
が
望
む
結
婚
観
や
多
様

性
の
た
め
に
も
選
択
的
夫
婦

別
姓
を
進
め
て
い
く
べ
き
」

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解

消
を
求
め
る
国
際
的
に
遅
れ

て
い
る
日
本
の
現
状
を
意
見

書
は
さ
ら
に
後
退
さ
せ
る
も

の
だ
」
と
の
批
判
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
別
姓
」
導
入
に

反
対
す
る
陳
情
で
述
べ
ら
れ

て
い
る
「
同
じ
姓
を
名
乗
れ

ば
、
家
族
の
一
体
感
や
幸
福

が
守
ら
れ
る
と
考
え
る
な
ら

安
易
な
幻
想
に
す
ぎ
な
い
」

と
の
鋭
い
指
摘
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

一
方
で
同
様
の
陳
情
に
関

し
て
、
３
月
15
日
、
岡
山
市

議
会
は
否
決
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
人
権
ネ
ッ
ト
（
丹
波

正
史
代
表
）
は
２
月
12
日
、

研
修
会
を
開
催
し
、
県
内
の

介
護
施
設
責
任
者
や
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
が
参
加
し
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
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